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『PXB-cells』、『PXBマウス』は株式会社フェニックスバイオの商標です 

PXB-cells🄬 

PXBマウス🄬から分離された新鮮ヒト肝細胞 
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はじめに 
・PXB-cellsは研究目的以外にご使用いただくことはできません。 

・本書記載の価格は 2023 年 1月現在の価格です。価格に消費税は含まれておりません。一部費用が予告なく
変更される場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

 

 

PXB-cellsについて 
PXB-cellsは、ヒト肝細胞キメラマウス（PXBマウス）から、コラゲナーゼ灌流により回収した新鮮ヒト肝細胞
です。PXBマウスの肝臓には、ヒト肝細胞以外にホストマウス由来の肝細胞と非実質細胞が含まれ、血中ヒト
アルブミン濃度から推定されるヒト肝細胞の置換率が 90%前後の PXB マウスを使用すると、回収される細胞
の約 90%がヒト肝細胞となります。 

 

PXB-cellsの製造行程 

 

PXBマウスとは: 

ドナーに対する適正なインフォームド・コンセントが得られていることを確認済みであるヒト肝細胞を使用して生産し 

たヒト肝細胞キメラマウスです。 

 

コラゲナーゼ灌流とは: 

肝臓の結合組織をコラゲナーゼで分解し、肝実質細胞を回収します。播種直前の細胞生存率は 80%以上です。 
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PXB-cellsの特徴 
1．同じドナー由来の高品質の新鮮ヒト肝細胞を安価で安定供給できます（繰り返し実験可能） 1, 2）。 

2．薬物代謝酵素（CYP/non-CYP）やトランスポーター活性を培養下で⾧期間維持することが可能です 1, 2）。 
3．高い接着性を示し、様々な培養プレート/フラスコでの使用実績があります（2D/3D培養が可能） 3, 4, 5, 6）。 

4．B型肝炎ウイルス（HBV）に持続感染します 7）。 

5．PXB-cellsと同一のドナー肝細胞を移植した PXBマウスを用いることで、in vitroの結果を in vivoで検証す
ることが可能です 8）。 

 

PXB-cellsの特徴 

 

培養 8日の PXB-cells 

 

 

PXB-cellsのラインナップ 
PXB-cellsは培養プレートまたはフラスコに播種された状態で発送されます（Ready-to-use）。 

各培養器への播種条件，販売価格は以下の表をご参照ください。 

なお、播種密度はすべての培養器において、2.1×105 cells/cm2となります。 

 

＜プレート＞ 

製品番号 Type 
細胞数 

(×105 cells/well) 

推奨培地量 

(L/well) 
価格（税別） 

PPC-P12 12-well 8.0 1000 ¥110,000 

PPC-P24 24-well 4.0 500 ¥110,000 

PPC-P48 48-well 1.6 200 ¥110,000 

PPC-P96 96-well 

0.7 85 

¥110,000 

PPC-P96-48 *1 
96-well 

（48 well播種） 
¥61,000 

PPC-P96-60 *1 
96-well 

（60 well播種） 
¥72,000 

PPC-P384 384-well 0.2 27 ¥220,000 
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＜フラスコ＞ 

製品番号 Type 
細胞数 

（×106 cells/flask） 

推奨培地量 

（mL/flask） 
価格（税別） 

PPC-T25 T-25-flask 5.3 6.6 ¥55,000 

PPC-T75 T-75-flask 16.0 20.0 ¥165,000 

 

・プレートは室温で輸送致します。輸送にあたりパッキング・輸送費用として¥13,000（税別）が別途必要となります。 
遠隔及び離島エリアへ配送する場合、送料のほかに別途追加料金が発生する場合がございます。 

なお、1個口あたりの梱包可能数は以下の通りです。 

 プレート:6枚まで 

 T-25フラスコ:9枚まで 

 T-75フラスコ:4枚まで 

・96穴プレート及び 384穴プレートは、Black/Clearプレートへの播種も可能です（追加料金:¥2,000（税別）） 

Black/Clearプレートには µCLEAR🄬 BLACK CELLCOAT🄬 Collagen I（Greiner）を使用しています。 

（型式番号は、96穴プレートが 655090、384穴プレートが 781092となります） 

 
*1 PPC-P96-48及び PPC-P96-60の播種形式は以下の通りです。 

PPC-P96-48 PPC-P96-60 

 

■PXB-cells播種 well，■培地添加 well（乾燥防止として培地を添加しております） 

 

ご留意事項 
PXB-cellsは、ドナーに対する適正なインフォームド・コンセントを得たヒト肝細胞を使用して作製したヒト肝
細胞キメラマウスから得られた肝細胞です。本細胞を医療目的や動物等への移植など、in vitroの細胞実験以外
の研究目的に使用しないでください。 

本書記載の価格は、2023 年 1 月現在の価格です。価格に消費税は含まれておりません。一部費用が予告なく
変更される場合がございますので、あらかじめご了承ください。 
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オプション 
PXB-cells の維持培養に使用する培地や、HBV 感染試験にご使用いただける HBV 感染源をご用意しておりま
す。 

 

＜PXB-cells培地:PXB-cellsの維持培養に最適化された培地です＞ 

製品番号 容量 価格（税別） 

PPC-M100 100 mL ¥20,000 

PPC-M200 200 mL ¥40,000 

 

・培地は冷蔵で輸送致します。輸送にあたりパッキング・輸送費用として¥5,000（税別）が別途必要となります。 

遠隔及び離島エリアへ配送する場合、送料のほかに別途追加料金が発生する場合がございます。 

・1個口あたり、PPC-M100は 10本、PPC-M200は 6本を梱包できます。 

・保管温度および保管期限:冷蔵（4°C保管）で 1ヶ月（未開封）を目安にご使用ください。 

 

＜HBV感染源（Genotype C）:HBV感染 PXBマウスから回収した血清です＞ 

製品番号 容量 価格（税別） 

PPC-BC 5×107 copies ¥80,000 

 

・感染源は冷凍で輸送致します。輸送にあたりパッキング・輸送費用として¥10,000（税別）が別途必要となります。 

遠隔及び離島エリアへ配送する場合、送料のほかに別途追加料金が発生する場合がございます。 

・5 genome equivalent /cellで感染させた場合、プレート約 1枚分に相当する量が 1本に入っています。 

・初めて感染源をご購入の際には、確認書の提出をお願いしております。感染源はヒトを含む動物を用いた生体や PXB- 

cells以外の細胞への接種には使用しないでください。 

・1個口あたり、PPC-BCは 20本まで梱包できます。 

・感染源の凍結融解に関して、弊社の検討では、2～3回程度であれば、感染性に大きな影響がない事が確かめられてい 

ます。必要に応じて、残余の感染源は-80°Cで保存して下さい。  
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PXB-cellsのご注文から納品までの流れ 
PXB-cellsをご注文～納品までの流れは以下の通りです。 

 

1）PXB-cells のご依頼（ご注文） 
所定の PXB-cells依頼書に必要事項をご記入頂き、PXB-cells専用アドレス（pxb-cells@phoenixbio.co.jp）ま
たは FAX（082-431-0017）へお送り願います。 

 

 

2）PXB-cells の注文請連絡 

依頼書を承りましたら、ご依頼内容・費用・納期をご案内致します。毎週火曜日までのご依頼でしたら、最短
で翌週木曜日に納品致します。 

 

 

3）PXB-cells の調製・播種 
毎週月曜日に PXBマウスを選定し、翌火曜日に灌流・細胞播種を実施致します。 

 

 

4）PXB-cells の出荷 
毎週水曜日に播種翌日の PXB-cellsの状態を確認した後に出荷致します。 

 

 

5）PXB-cells の入荷（納品） 
通常 PXB-cellsは、翌日木曜日に納品となります（一部地域を除く）。但し祝日等の都合で、納品曜日が変更と
なる場合がございます。 

 

 

6）PXB-cells のご請求書等郵送 
PXB-cells出荷後に、別途ご請求書等の書類一式を郵送致します。(出荷の翌日以降に当社発送) 
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輸送箱返送のお願い 
プレート(フラスコ)及び感染源の送付容器（以下）は、同封の着払伝票をご利用頂き、当社まで返却をお願い
します。 

 

  

PXB-cells 輸送用ボックス PXB-cells 輸送用蓄熱材 

 

 

感染源 輸送用ボックス一式  

 

・ご返却頂けない場合、パッケージ費用（実費）として￥30,000～50,000/個口の追加料金をご請求させて頂
く事があります。  
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FAQ 
過去に PXB-cells製品についてお問い合わせいただきました内容となります。 

なお、詳細な技術関連のご質問につきましては、製品マニュアルをご確認ください。 

 

Q1． 

A1． 

輸送方法・温度管理はどのようにしていますか? 

細胞は常温（日通航空）、培地は冷蔵（ヤマト運輸）、HBV感染源（マウス血清）は冷凍（日本郵
便）で輸送しています。 

 

Q2． 

A2． 

納期はいつですか? 

通常は木曜日に納品させて頂いています。ただし、予約状況・祝祭日などにより、変更させて頂
く場合がございます。 

 

Q3． 

A3． 

製品形態はどのようものがありますか? 

本書 4ページをご参照ください。 

 

Q4． 

A4． 

培地は何を使用すればよろしいですか? 

当社では本書 6ページの培地を推奨しています。組成につきましても公開しておりますので、当
社までお問い合わせ下さい。 

 

Q5． 

A5． 

パッキング・輸送費は? 

本書 5ページをご参照ください。 

 

Q6． 

A6． 

培地はどのくらい保存できますか? 

冷蔵（4°C保管）で 1ヶ月（未開封）を目安にご使用ください。 

 

Q7． 

A7． 

各プレートの 1wellあたりの播種細胞数は? 

本書 4ページをご参照ください。 

 

Q8． 

A8． 

PXB-cellsをプレートから剥がして播種し直す事は可能ですか? 

Trypsin-EDTAなどを用いてプレートから細胞を回収し、別のプレートに播種する事は可能です。
但し、培養期間によって、Trypsin-EDTAの処理条件をご検討頂く必要が有ります。また細胞の回
収率は 50%以下となるためご注意下さい。具体的な手順につきまして公開しておりますので、当
社までお問い合わせ下さい。 

 

Q9． 

A9． 

ヒトアルブミンの測定方法は? 

当社では「LX 試薬‘栄研’Alb-Ⅱ」を使用して、ヒトアルブミン値を測定しています。測定原理は
ラテックス凝集免疫比濁法（測定:カイネティックス法）です。 

 

Q10． 

A10． 

PXB-cellsは、カルタヘナ法に関わる組換え体として扱う必要が有りますか? 

PXB-cells自体を組換え体として取り扱う必要はございません。 

 

Q11． 

A11． 

PXB-cellsの元となった細胞のドナー情報やインフォームド・コンセントなどは入手可能ですか? 

可能です。当社までお問い合わせ下さい。 
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Q12． 

A12． 

受け取った細胞の状態が悪い場合はどうすればよいですか? 

受領時に撮影した顕微鏡写真と併せて、当社までご連絡下さい。当社で培養している同 lot の品
質チェック用の細胞の状態を踏まえて対応させて頂きます。 

 

Q13． 

A13． 

PXB-cellsの購入にあたって依頼書以外に必要な書類などはありますか? 

ございません。 

 

Q14． 

A14． 

HBV感染源の購入にあたって依頼書以外に必要な書類などはありますか? 

初回に限り、別途確認書をご準備頂く必要がございます。 

 

Q15． 

A15． 

PXB-cellsは受け取り後、何日後まで HBV感染実験に使用できますか? 

PXB-cellsを播種して 10日間培養を行った後に感染源を接種しても、感染性に大きな差がないこ
とを確認しています。 

 

Q16． 

A16． 

HBV感染実験は、96穴プレートで実施できますか? 

可能です。必要に応じて、培地量などをスケールダウンして下さい。 

 

Q17． 

A17． 

HBV感染源を接種する条件は? 

HBV感染試験手順の一例を公開しておりますので、当社までお問い合わせ下さい。 

 

Q18． 

A18． 

感染源は凍結融解しても大丈夫ですか? 

弊社の検討では、2～3回程度の凍結融解であれば、感染性に大きな影響がない事が確かめられて
います。必要に応じて、残余の感染源は-80°Cで保存して下さい。 

 

Q19． 

A19． 

HBVの感染実験では、どのような項目で HBV感染を評価出来ますか? 

一般的な方法で、HBsAg, HBeAg, HBcrAg, HBV DNA, cccDNAを測定可能です。 

 

Q20． 

A20． 

感染源に関する詳細な情報は? 

HBV (Genotype C)を感染させたキメラマウスから採取された血清で、HBV DNA濃度や 1本当
たりの分注量は、感染源の lot 毎に異なります。詳細は、輸送時に同封される生体試料受領書で
御確認頂くか、当社までお問い合わせ下さい。 

 

Q21． 

A21． 

HBV感染はどれくらいの期間維持されますか? 

培養条件などにもよりますが、通常 1ヵ月程度は HBV感染が維持されます。 
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ご不明な点がございましたら、当社までお問い合わせください。 

お問い合わせ先 

株式会社フェニックスバイオ 

本社:広島県東広島市鏡山 3丁目 4番 1号 

TEL:082-431-0016 FAX:082-431-0017 

E-mail:pxb-cells@phoenixbio.co.jp 

https://phoenixbio.co.jp




